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京
都
虚
血
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
概
究
と
そ
の
普
及
を
團
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

噸
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
學
硫
究
」
を
螢
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

面
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
攣
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

一
、
本
會
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

「
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
舗
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
・
囲
書
館
・
其
他
の
圏
髄
は
醐
髄
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
四
冊
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

寧
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

｝
、
本
訴
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る
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會
役
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業
を
さ
ら
に
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
芸
術
」
と

い
う
概
念
が
『
根
源
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
扱
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の

か
を
確
実
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
同
時
代
の
著
作
で
芸
術
を
扱

っ
た
も
の
を
、
も
っ
と
積
極
的
に
参
照
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う

す
れ
ば
、
た
と
え
ば
講
義
『
ニ
ー
チ
ェ
』
や
『
形
藩
上
学
入
門
』
等
と
の

関
連
の
中
で
、
芸
術
概
念
が
も
っ
と
掘
り
下
げ
ら
れ
た
形
で
把
握
さ
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
私
と
し
て
は
こ
う
し
た
難
点
に
目
を
向
け
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

本
書
の
、
註
釈
書
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
価
値
を
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
だ

と
思
う
。
確
か
に
著
老
に
よ
る
解
釈
は
特
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
の
解
釈
は
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
で
あ
っ
た
様
々
な
資
料
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
読
老
に
信
頼
感
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
。
著
者
は
、
『
存
在
と
時
間
』
と
の
関
連
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
確

認
し
て
ゆ
き
な
が
ら
、
事
象
へ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
独
自
の
接
近
の
姿
を
丹
念

に
記
述
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
全
集
が
着
々
と
公
刊
さ
れ
て
い
る
今
、

本
書
は
、
彼
の
芸
術
論
究
を
見
直
そ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
不
可
欠
の
基

本
的
な
文
献
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
尚
、
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者
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哲
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§
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（
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謡
y
防
袋
ミ
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こ
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載
b
翁
馬
謡
9
N
ミ
恥
蓉
越
旨
識
§
§
蓑
．
．
留
§
§
叙

曽
篇
．
．
（
μ
⑩
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あ
る
。
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會

告

一
、
本
能
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
幅
吉
田
京
都
大
學
交

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
二
一
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
寸
寸
四
冊
分
）
を
お
彿
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
；
購
入
及
び
襲
轡

に
題
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
塵
一
番
町
一
七
番
地
創
文

砒
（
振
替
口
座
東
京
二
一
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
一
員
の
韓
居
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い
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註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
譲
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
醐
す
る

件
は
「
迷
文
杜
」
へ
御
上
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
償
九

〇
〇
圓
、
送
料
・
六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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